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［付記］本年、大正大学の高橘尚夫先生に招いて頂き、先生の講議時間に「デイーパン
カラシュリージュニャーナ研究の現状と課題」という題で話をする機会が得られた。そ
の際に、彼に関する研究史・著者性の問題点・ 「大経集」の概要に関して簡単にまとめ、
文献表を作成することができた。そのような機会を与えて下さった高橋先生に、 この場
をかりてお礼申し上げる。
この「大経集』に関しては、第12回国際仏教学会(1999年8月23-28日ローザンヌ大学）
において発表を行った。当初は、引用経典に関してカマラシーラの『修習次第』やプラ
ジュニャーカラマティの「入菩薩行論細疏』などの引用経典と比較する予定であったが、
残念ながらそこまでは及ばなかった。そのレジユメに関しては、TheSntracitedinthe
MahasnZrasamuccayaofAtiSa,XIIthIABSConference-Abstracts-,
Lausannel999,pp.103-104および同タイトルの配付資料を参照していただきたい。
後者には、望月1995xを経典の引用順に並びかえたリストが付されている。
また平成1l年度の日本印度学仏教学会ならびに日本宗教学会での発表での配付資料と
して、 「DipamkaraSrijnanaのKarmaUqranQUjSod九α凡α"jdhめん且§yαについて」
と「デイーパンカラシュリージュニヤーナの『入菩薩学道説示』について」 も参照して
いただきたい。それぞれのテキストの和訳とチベット語訳を付すとともに、それぞれ
『罪過繊悔儀軌」と「行集灯論」の和訳も添えておいた。
(I79)
